
 下水汚泥燃料化事業について 

1．事業概要  

  〇検討経緯 

      

 〇事業スキーム 

 

                                                                                                                                                                              

                                                                                                                                        

〇事業の広域化・共同化（平成 30 年 1 月、国(総務、国交、農水、環境省)広域化・共同化推進の通知）

H31.2 より県内市町村に協議開始し、現在下記のとおりの参画が予定されている 

     

 

２．事業の費用対効果 

 〇現状と課題 

  ・下水道整備促進に伴い汚泥量の増加とその処分費 

 

   令和元年について平成 25 年に比べ、運搬費は１００百万円から 2１百万円増の 121 百万円 

                    処分費は３３１百万円から 34 百万円増の 365 百万円 

  ・今後の維持管理費の増加を抑制することが課題 

 

   

 〇燃料化事業導入の効果 

 

  能力９０ｔ/日規模で算定 

 

 

  Ｂ／Ｃ＝１. ０ 

 

 

国の補助金・財政措置を考慮しない場合（全額市負担額） 

  

 

 

 

国の補助金・財政措置を考慮した場合（市の実質負担額） 
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